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市
か
ら
の

　 

お
知
ら
せ

■
2
0
1
7
年
浦
添
市
新

年
祝
賀
会

秘
書
課（
内
線
2
5
6
2
）

市
民
お
よ
び
各
界
各
層
が
一
堂

に
会
し
、
輝
か
し
い
新
年
を
祝
う

場
と
し
て
、
新
年
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
1
月
5
日
（
木
）

午
後
3
時
〜
午
後
4
時
30
分

場
所　
浦
添
市
民
体
育
館

費
用　
2
千
円
（
当
日
券
同
額
）

そ
の
他　
会
場
で
午
後
2
時
か
ら

当
日
券
も
販
売
し
ま
す
。
祝
賀
会

名
簿
へ
の
名
刺
掲
載
は
名
刺
を
ご

持
参
の
う
え
、
11
月
8
日
（
火
）

か
ら
12
月
6
日
（
火
）
ま
で
に
チ

ケ
ッ
ト
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
11
月
11
日
は『
介
護
の
日
』

介
護
保
険
課（
内
線
3
5
9
4
）

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必

要
な
人
々
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、

介
護
に
関
す
る
課
題
が
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
の
中
で
は
、
介
護
を
身
近
な
も

の
と
し
て
捉
え
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
介
護
を
考
え
、関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
介
護
の
必
要
な
人
が

安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

月曜日〜金曜日10時55分〜“FM21”76.8MHzでラジオ広報「浦添市役所だより」絶賛放送中！！

る
よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉

給
付
金
」・「
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金（
障

害・遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
）」の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
？

臨
時
給
付
金
支
給
室

☎（
8
7
0
）1
8
2
2

市
で
は
、
給
付
金
の
支
給
対
象

と
思
わ
れ
る
人
へ
、
8
月
下
旬
以

降
に
申
請
書
等
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人

は
、お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
平
成
29
年
1
月
19
日

（
木
）
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
有
効
）

受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

受
付
場
所　
市
役
所
2
階
2
0
2

会
議
室

※
申
請
書
へ
の

記
入
・
押
印
漏

れ
や
必
要
書
類

の
添
付
が
な
い

な
ど
の
不
備
が

あ
る
と
、
給
付

金
の
支
給
が
で

き
な
い
場
合
や

支
給
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
の
支
給
要
件
等
、
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
平
成
29
年
度
　
認
可
保

育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

に
つ
い
て

保
育
課（
内
線
3
6
2
2
）

平
成
29
年
4
月
以
降
の
入
所
を

希
望
さ
れ
る
人
で
、
新
規
申
し
込

み
、
在
園
さ
れ
て
い
る
人
も
全
員
、

入
所
申
し
込
み
と
認
定
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
18
日
（
金
）
ま
で

受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
正
午
〜
午
後
1
時

を
除
く
。）た
だ
し
、11
月
14
日（
月
）

〜
11
月
18
日
（
金
）
は
正
午
〜
午

後
1
時
も
受
付
し
ま
す
。
11
月
16

日
（
水
）
17
日
（
木
）
は
午
後
7

時
ま
で
受
付
し
ま
す
。

※
保
育
所
等
で
の
保
育
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
保
育
の
必
要
な
事

由
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
入
所
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

配
布
場
所　
市
役
所
2
階
保
育
課
、

認
可
保
育
園
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■
防
災
行
政
無
線
の
試
験

放
送

防
災
危
機
管
理
室

（
内
線
2
0
2
1
）

地
震
・
津
波
等
を
想
定
し
た
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
試
験
放
送
を

行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
4
日
（
金
）
お
よ
び

29
日
（
火
）

■
11
月
は「
ね
ん
き
ん
月

間
」で
す

市
民
課（
内
線
3
1
1
1
）

厚
生
労
働
省
と
日
本
年
金
機
構

は
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月

間
」、
11
月
30
日
を
「
ね
ん
き
ん
の

日
」と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

将
来
の
生
活
設
計
な
ど
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

○
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
利
用
に

つ
い
て

加
入
状
況
や
将
来
も
ら
え
る
年

金
試
算
額
は
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」（
要

登
録
）
で
確
認
で
き
ま
す
。
ご
自

宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な

い
場
合
は
、
市
役
所
で
も
確
認
が

で
き
ま
す
。（
本
人
確
認
書
類
と
印

鑑
が
必
要
で
す
。）

■
第
11
回
児
童
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

保
育
課（
内
線
3
6
2
4
）

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
児

童
セ
ン
タ
ー
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
「
集
ま
れ
！
遊
び

の
宝
島
」
を
テ
ー
マ
に
「
第
11
回

児
童
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
26
日
（
土
）
正
午
〜

午
後
4
時
30
分

場
所　
浦
添
市
運
動
公
園　

多
目

的
屋
内
運
動
場

そ
の
他　
当
日
全
児
童
セ
ン
タ
ー

は
1
日
休
館
と
な
り
ま
す
。

※
会
場
内
は
人
口
芝
の
た
め
、ヒ
ー

ル
・
ス
パ
イ
ク
で
の
入
場
お
よ
び
、

飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
12
月
5
日
か
ら
証
明
書

自
動
交
付
機
が
新
し
く
な

り
ま
す
。

市
民
課（
内
線
3
0
6
5
）

市
民
税
課（
内
線
2
2
1
1
）

12
月
5
日
（
月
）
か
ら
証
明
書

自
動
交
付
機
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

設
置
場
所
や
利
用
方
法
に
変
更
は

な
く
、
て
だ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

人
は
こ
れ
ま
で
通
り
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
。
発
行
で
き
る
証
明
書
に

つ
い
て
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
に
関
す
る
証
明
に
つ

い
て
は
、
所
得
関
係
証
明
お
よ
び

固
定
資
産
関
係
証
明
の
発
行
年
度

が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
次

の
年
度
よ
り
前
の
年
度
の
証
明
書

に
つ
い
て
は
市
民
税
課
窓
口
で
の

発
行
と
な
り
ま
す
。

所
得
証
明
書
・
課
税
証
明
書

直
近
2
か
年
度
分
（
平
成
28
・
27

年
度
）

資
産
関
係
証
明
書

直
近
の
分
（
平
成
28
年
度
）

犬
の
オ
ス
、
メ
ス
：
5
千
円

猫
の
オ
ス
：
3
千
円

猫
の
メ
ス
：
5
千
円

右
の
金
額
で
犬
・
猫
あ
わ
せ
て

3
5
0
頭
に
つ
い
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
獣
医

師
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
公
社
）
沖
縄
県
獣
医
師
会

☎
（
8
5
3
）
8
0
0
1

▲ホームページは
　こちら

■
て
だ
こ
市
民
大
学公

開
講
座

生
涯
学
習
振
興
課

（
内
線
6
0
6
4
）

「
と
ん
で
・
は
ず
ん
で
・
ト
ラ
ン
ポ

ロ
ビ
ク
ス
」
〜
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
で
楽
し
く
運
動
〜
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
人
も
健
康
福
祉
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
く
学
ぶ

講
師　
尾
尻
義
彦
（
琉
球
大
学
医

学
部
保
健
学
科
助
教
授
）

日
時　
11
月
19
日
（
土
）

午
後
2
時
〜
午
後
3
時
30
分

場
所　
市
役
所
9
階
講
堂

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

受
講
料　
5
0
0
円

簡
単
に
で
き
る
！
「
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
の
ロ
コ
モ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
中
高
齢
者
の
日
常
的
な
痛

み
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

講
師　
赤
坂
守
（
元
千
葉
ロ
ッ
テ

マ
リ
ー
ン
ズ
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ー
チ
）

日
時　
11
月
26
日
（
土
）
午
後
2

時
〜
午
後
3
時
30
分

場
所　
市
役
所
6
0
1
会
議
室

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

受
講
料　
5
0
0
円

申
込
期
間　
講
座
の
前
日
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
F
A
X
で
申
し
込
み
。

■
浄
化
槽
の
補
助
金
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
3
2
1
1
）

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
を
図
る
た
め
に
、
設
置
費
用

に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
既
設
の
単
独
処
理
浄

化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
所
を
撤

去
し
て
新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
工
事
着
工
後
の
申
請
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

対
象
地
域　
下
水
道
の
整
備
が
見

込
ま
れ
な
い
区
域
お
よ
び
相
当
の

期
間
を
要
す
る
区
域

対
象
施
設　
10
人
槽
以
下
の
合
併

処
理
浄
化
槽

補
助
限
度
額　
5
人
槽
（
33
万
2

千
円
）

■
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
3
2
1
1
）

浄
化
槽
と
は
、
家
庭
か
ら
出
る

汚
水
を
キ
レ
イ
な
水
に
変
え
る
装

置
で
す
。
水
洗
ト
イ
レ
で
下
水
道

に
接
続
し
て
い
な
い
家
は
浄
化
槽

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
維
持
管
理

を
怠
る
と
浄
化
槽
の
機
能
が
低
下

11月は児童虐待
防止推進月間です

問い合わせ　児童家庭課（内線7326）

○児童虐待防止推進月間について
児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、特
に子どもの生命が奪われるなどの重大な事件が後を絶たず、児童
虐待は社会全体で解決すべき重要な問題となっています。
厚生労働省では毎年11月を「児童虐待防止推進月間」と定め、児童
虐待問題に対する社会的関心の喚起を図るため、集中的な広報・
啓発活動を実施しています。
○浦添市の状況
市では虐待相談件数が、平成26年度は74件に対し、平成27年度は
70件と横ばいで推移しています。また、主たる虐待者は実母実父合
わせて55件となっていて去年同様全体の約8割を占めています。
市でも11月の児童虐待防止推進月間にオレンジリボンキャンペー
ンとして様々な取り組みを行っています。
○オレンジリボンキャンペーン
オレンジリボンには子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています。浦添市では、11月
の児童虐待防止推進月間にオレンジリボンキャン
ペーンとして様々な取り組みを行います。
①オレンジリボンキャンペーンステッカーを貼った
公用車が11月の推進月間中走ります。
②11月16日（水）～18日（金）の3日間、市内大型店舗前でオレン
ジリボンキャンペーンチラシを配布します。
③「児童虐待防止パネル展」を「女性に対する暴力をなくす運動パ
ネル展」と連携して開
催します。
日時　11月18日（金）
　　　　 ～30日（水）
場所　市役所1階
　　　市民ロビー

高齢者やその家族が住みなれた環境の中で暮らしていくためにも、
普段から地域全体で見守り支えていくことが大切です。介護される
ご家族等が困ったときには、高齢者に関する相談窓口である各地域
担当の地域包括支援センターへご相談ください。
虐待者の要因
介護者の場合、介護疲れな
どのストレスが増大し、虐
待の要因となることがあり
ます。特に介護が長期化し
ている場合は周囲の配慮
が必要です。また、虐待者
が病気など問題を抱えて
いる場合も虐待につなが
ることがあります。
高齢者の要因
高齢者が認知症によって言動の混乱や身体的自立度の低さから、要望を上手く伝え
られないことが結果として虐待の要因となることがあります。
浦添市の取組
市では、「認知症初期集中支援チーム」を立ち上げ、早期診断・早期対応支援を行って
います。また、認知症に対する正しい知識の普及のため、「認知症サポーター養成講
座」も行っています。「認知症カフェ」を市内3ヵ所に設置し、相談できる場、情報交換の
場として活用されています。

問い合わせ　地域支援課（内線3542）

知ってください！ 高齢者虐待

身体的虐待 身体にあざ、痛みを与える、外部との接触を遮断するなど

介護・世話の
放 棄・放 任

水分や食事の提供、入浴などの世話を放棄または放任すること。
高齢者の生活環境や、身体・精神的状態を悪化させることなど

心理的虐待 脅しや侮辱、威圧的な態度、無視、嫌がらせなど精神的・情緒的苦
痛を与えるなど

性 的 虐 待 本人の嫌がる性的な行為や強要をすること

経済的虐待 財産や金銭を本人の合意なしに使用する。または本人の使用を
制限したりすること

■
犬
・
猫
避
妊
・
去
勢
手
術

助
成
事
業
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
3
2
1
5
）

公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
獣
医
師

会
が
飼
い
犬
と
飼
い
猫
の
避
妊
・

去
勢
の
た
め
の
手
術
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▲この封筒が届いたら市役所へ！




